
  

 

 

 

 

 

2020 年を締めくくる福岡市議会令和 2 年度

第 6 回定例会（12 月議会）一般質問に公明

党市議団を代表して、古川きよふみが登壇し

ました。 

誰もが恩恵をうけ、使いやすいデジタル社会

を福岡市でも作るよう求めたのに対し、髙島

宗一郎市長は、『議員のご指摘のように、使

いやすいユーザーインターフェイスの導入

など利用する市民目線にたち、市民の利便性

向上や業務の効率性や生産性をはかる。業務

の効率化により生ずる人的資源を福祉など

の人のぬくもりが必要な分野へ配置するな

ど、これからの時代にふさわしい行政サービスの提供を積極的に進める』と答弁。 

また、コロナ禍において自殺の背景には失業、生活困窮、DV、孤立などの社会的要素が強まっている。

福岡から断じて自殺者を出さないという対策を求めたのに対し、髙島市長は『自殺対策は生きること

の包括的な支援という考えに立ち、関係機関や関係団体と連携し、誰も自殺に追い込まれることのな

い社会の実現をめざし、自殺対策を強力に推進していく』と答弁されました。 

    議会質問の映像はこちらから 

        

 

パネルを用いながら全国と福岡市の自殺者         ※ご視聴は通信費がかかります。 

推移を比較し説明している古川きよふみ         長時間の映像になりますので wi-fi 

環境での視聴をおすすめします。 

 

古川きよふみ通信 
発行所： 公明党福岡市議団 福岡市中央区天神１-８-１ TEL：092-711-4728 

文  責： 古川清文 （福岡市議会議員） 

㉑ Vol. 

2020 年 冬号 

http://www.komei-fukuokacity.net 



 

 

髙島宗一郎市長に予算要望書を提出する公明党福岡市議団 2020 年 12 月 8 日 

 

ポストコロナの時代、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策と、地域経済の回復の両立を図るという難しいかじ

取りを「市民の生活と暮らしを守ること」を第一義として、英知を結集して勇猛果敢に政策を実施しなければなり

ません。 

公明党福岡市議団が生活現場に入り、そこで寄せられた市民の生の声を「令和 3 年度の予算編成への要望書」に凝

縮しました。162 項目におよぶ要望を直接、髙島市長に届け、新年度予算編成に反映されることを要望しました。 
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